
　鉄筋コンクリート造布基礎

　無筋コンクリート造布基礎

　ひび割れのあるコンクリート造布基礎

　その他の基礎（玉石・石積・ブロック積）

　整形

　平面的に不整形

　立面的に不整形

　つりあいの良い配置

　外壁の一面に壁が1/5未満

　外壁の一面に壁がない（全開口）

　筋かいあり

　筋かいなし
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　0.5 ～ 0.8

　0.3 ～ 0.5

　    ～ 0.3

健全

老朽化している

著しく老朽化している
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診断項目 評　　　　点　（注１）

良い・普通 やや悪い基礎　　　　　　　　　　　　　　　　地盤 非常に悪い

0.6

0.8

0.6

0.71.0
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診断適用外
（注２）

地
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Ａ

0.8

0.71.0

診断適用外になる場合は、専門家による精密診断を受けるようにして下さい。（注２）
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２階建の場合は、１階部分だけで判断します。
同じ項目内に該当するものが２つ以上ある場合は、数値の最も低いものを選びます。

（注１）
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XXXXXXXXXX
令和X年X月XX日

XX  XX　　　様
中央区都市整備部建築課長　XX　　XX

令和X年X月X日 にご依頼を受けた下記建築物の簡易耐震診断の結果について

報告いたします。

１　建築物概要

【 所 在 地 】 X－X－X

【 構 造 ・ 規 模 】 木造 （在来工法）

【 用 途 】 住宅

【 延 べ 面 積 】 60.00 ㎡ (1F 30.00㎡　2F 30.00㎡)

２　耐震性評価

総　合　評　点

１．５以上

１．０以上１．５未満

０．７以上１．０未満

０．７未満

　　　　　　　　　　○ 問合せ先
　　　　　　　　　　　中央区都市整備部建築課耐震化推進係
　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　０３（３５４６）５４５９

記

　一般的に木造建築物では地震力に対して壁が有効に働くため、耐震性を高
めるためには耐震上有効な壁が必要です。
　今回診断した建築物は、以下の点が耐震性を示す総合評点に影響していま
す。

○ 総合評点を低くしている点

・玄関側及び建物背面の外壁一面に耐震上有効な壁がないこと。
・Ｘ方向に耐震上有効な壁の量が不足していること。
・柱、梁などの躯体が老朽化していると思われること。
・基礎の種類について確認ができなかったため、その他の基礎と　して
いること。

木 造 建 築 物 簡 易 耐 震 診 断 結 果 報 告 書

大きな被害が発生する恐れがあると思われま
す。

大きな被害が発生する恐れが高いと思われま
す。

判　　　定

ひとまず安全です。

一応安全だと思われます。

今後とも、適切な維持・管
理をお願いします。

総合評点
＝0.17

　以上の点から今回診断した建築物は、地震の際に大きな被害が発生する恐
れが高いと思われます。

○ 総合評点を高くしている点

・筋かいがあること。

　今後の対策としては、より詳細な耐震診断や補強計画について専門家に相
談することをお勧めします。
　また、区の耐震助成制度の活用についてもご検討ください。

精密診断をお薦めします。

早急に精密診断を行う必要
があります。

今 後 の 対 策

精密診断を行う必要があり
ます。

簡易耐震診断を

受けてみませんか？

対象建物
昭和56年５月31日以前に着工された木造建物

対象となる方
対象建物の所有者又は賃借人の方

問い合
わせ先

中央区 都市整備部 建築課 耐震化推進係
TEL０３ー３５４６－５４５９ （本庁舎５階）

• 区職員が実施します

無料で！

• 電話申し込み可（現地調査時に申込書をご記入ください）

• 現地調査の所要時間は３０分～１時間程度

• 調査するのは建物の外観と１階部分のみ

手軽に！

• 現地調査から３～4週間後に、地震に対する性能をおおまかに
示した結果をお渡しします

• 結果報告時に、区の耐震化助成金についてご説明します

耐震化の検討資料に！

報告書イメージ

XXXXXXXXXX
令和2年12月19日

那間　忠　　　様
中央区都市整備部建築課長　XX　　XX

令和2年11月1日 にご依頼を受けた下記建築物の簡易耐震診断の結果について

報告いたします。

１　建築物概要

【 所 在 地 】 築地１－１－１

【 構 造 ・ 規 模 】 木造 （在来工法）

【 用 途 】 住宅

【 延 べ 面 積 】 60.00 ㎡ (1F 30.00㎡　2F 30.00㎡)

２　耐震性評価

総　合　評　点

１．５以上

１．０以上１．５未満

０．７以上１．０未満

０．７未満

　　　　　　　　　　○ 問合せ先
　　　　　　　　　　　中央区都市整備部建築課耐震化推進係
　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　０３（３５４６）５４５９

記

　一般的に木造建築物では地震力に対して壁が有効に働くため、耐震性を高
めるためには耐震上有効な壁が必要です。
　今回診断した建築物は、以下の点が耐震性を示す総合評点に影響していま
す。

○ 総合評点を低くしている点

・玄関側及び建物背面の外壁一面に耐震上有効な壁がないこと。
・Ｘ方向に耐震上有効な壁の量が不足していること。
・柱、梁などの躯体が老朽化していると思われること。
・基礎の種類について確認ができなかったため、その他の基礎と　して
いること。

木 造 建 築 物 簡 易 耐 震 診 断 結 果 報 告 書

大きな被害が発生する恐れがあると思われま
す。

大きな被害が発生する恐れが高いと思われま
す。

判　　　定

ひとまず安全です。

一応安全だと思われます。

今後とも、適切な維持・管
理をお願いします。

総合評点
＝0.17

　以上の点から今回診断した建築物は、地震の際に大きな被害が発生する恐
れが高いと思われます。

○ 総合評点を高くしている点

・筋かいがあること。

　今後の対策としては、より詳細な耐震診断や補強計画について専門家に相
談することをお勧めします。
　また、区の耐震助成制度の活用についてもご検討ください。

精密診断をお薦めします。

早急に精密診断を行う必要
があります。

今 後 の 対 策

精密診断を行う必要があり
ます。

耐震診断の
イメージがつかめるね


